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日本福音ルーテル社団（JELA）と日本福音ルーテル
教会（JELC）は従来からさまざまな形で協力関係を
築いてきましたが、昨年12月26日に発生したスマト
ラ沖地震･インド洋大津波災害に対してはいち早く
連携し、３月５日に被災地支援のチャリティコンサー
トを開催するとともに、事前の共同調査にもとづき２
月28日から3月7日にかけてはタイ・カオラックの被災
現場に10名のボランティアを派遣し、瓦礫処理等の
奉仕にあたりました。後者の両団体の募集に応じた
半数がルーテル教会以外の教派の教会員であり、
有意義な働きの場の提供が注目されました。インド
実施したワークキャンプは初めての試みでしたが、こ
れも共同調査によって計画された義足づくりのワー
クキャンプに予想を上回る10名の成人男女が応募
し、内容的にもたいへん充実したキャンプとなりまし

た。社会の必要を満たすために、JELAとJELCは今後も
一致して積極的にプログラムを展開していきます。どう
か共に祈り、参加することで私たちの働きを支えてくだ
さい。（詳しい報告は次号掲載予定）
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ジェラ・ミッション・センターについて
　　　　　　　ＪＥＬＡ事務局長
　　　　　　　ローウェル・グリテベック

　日本福音ルーテル社団（JELA)を代表し、
本日の竣工祝福式にご臨席いただいた皆様に
心よりお礼を申し上げます。私たちは感謝を
こめて、きょうここにジェラ・ミッション・
センターを神様にお捧げします。このビルの
完成は新しいいのちの始まりであ り、
ＪＥＬＡにとっての新たな旅立ちを意味しま
す。
　本日は、ジェラ・ミッション・センター・
ビルの完成にご尽力いただいた多くの方に々
感謝を捧げるときでもあります。日本福音ル
ーテル教 会、米国福音ルーテル教 会、
ＪＥＬＡの関係者や支援者の皆様、そして設
計をお願いした西村様、施工に携わっていた
だいた前田建設様、建築プロジェクト全般の
コンサルティングをしてくださったハリファ
ックスの皆様に感謝いたします。さらに、こ
れらのすべてを備えてくださった神様に感謝
を覚えます。
　ジェラ・ミッション・センターの構想は３
年前に立てられました。建築にあたっては、
三つのことを念頭におきました。第一は、社
会に貢献しようとするＪＥＬＡの事業を支え
る資金源となるレンタル・マンションをビル
内に設けること、第二は、将来長く使える、
十分な広さと機能を備えたＪＥＬＡ事務室を
設けること、第三は、ＪＥＬＡとそれ以外の
団体のさまざまな公益プログラムを支援する
ための多目的ホールを設けること、でした。
　多目的ホールの計画に際しては、ＪＥＬＡ
の使命を表現したステンドグラスを設置し、
日本の多くの人々にＪＥＬＡの働きの目的を
知っていただけるようにしました。多目的ホ
ールの具体的な用途としては、チャリティコ
ンサート、芸術作品の展示、講演会、ハープ
療法教室などの会場、そして日曜の英語礼拝
の会堂として利用することを考えています。
　多目的ホールのステンドグラスは、米国ワ
シントン州シアトル在住のクリスチャン芸術
家リチャード・ケイメラー氏と４人のチーム
が制作しました。図柄を決めるところから、
ステンドグラスに最終的に仕上げるまでに１
年の歳月を要しました。
　ケイメラー氏は日本と米国において、日本
の著名なクリスチャン版画家・渡辺禎雄氏と
ともに学び、作品を発表してきました。です
ので、多目的ホールのステンドグラスには、
渡辺氏の影響が色濃く現れているかと存じま
す。

ジェラ・ミッションセンターが恵比寿に完成！　新しいビジョンに向かって活動が始

1階　多目的ホール

2階　制作室

2階　会議室

2階　オフィス

3-10階　ジェラ恵比寿レジデンス

　ジェラ・ミッション・センター1 階は約100名を収容できる
多目的ホールです。正面および右サイドのステンドグラスが、
利用する人々の心を鎮めてくれる落ち着いた空間です。礼拝や
講演会、小編成のコンサートなど、交通アクセスの便利さと相
まって様々な使い方が考えられます。照明も雰囲気のあるダウ
ンライトと明るい蛍光灯を目的に応じて切り替えることができ、
またスタンドマイ ク、ワイヤレスマイ ク、VTR、DVD、CD、
MD、インターネット接続などA V システムも完備しています。
スライディングウォールで仕切れば、会議室2 室とギャラリー
になり、多様な利用ができます。監視カメラをはじめセキュリ
ティには万全を期し、ビル内に居住する方々をも含めて環境の
安全を守ります。
　2階はJELA事務室として使用いたします。会議室には1 階ホ
ールでの様子をカメラによってモニターできる映像・音声シス
テムを備えています。礼拝時の保育室やコンサートの控え室な
どの利用に便利な機能です。
　制作室はコンピュータによるグラフィックデザイン、映像編
集が可能です。大型ポスターの出力、録音室でのアフレコなど
ができる設備を備えて、プロ並みの品質のメディアが手軽に制
作できる環境を整えました。
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　宣教師という働きは面白い面が沢山あります。
異なる言葉と文化を通して、神の不思議な全て
の民と国を含む宣教の業に参加することが出来
ます。私の宣教師の歩みにも色 な々面白い働き
が与えられました。20年前の1985年に日本に来
てから本郷学生センターで青年伝道を担当する
短期宣教師（J3）として働きました。その後、牧師
として山口県にある宇部教会と厚狭教会で働き
ました。そして昨年の４月からルーテル学院大学
と日本ルーテル神学校の歴史神学を担当する
教員として働き始めました。22年前に初めて大
学生として来日した時に自分の人生の半分ぐら
いが日本で神の宣教の内に働くことになるとは
想像できませんでした。20年間にわたって日本
福音ルーテル教会の中で色 な々働きに参加が
でき、神様がどれほど日本を愛しているかを体
験できたことは大変嬉しいことです。 

　６年前に新しい道が開かれました。日本福音
ルーテル教会と米国福音ルーテル教会の寛大
な計らいによってシカゴ・ルーテル神学校大学
院の博士課程に入ることが出来ました。教会に
頼まれた専門は近現代の歴史神学でした。一般
的に言えば「歴史神学」は教会史として教えられ
ていますが、目的はキリスト教の歴史に生じた教

! キリスト教に対する禁止令の高札
1868年（明治元年）5月に明治政府が改めてキリスト教に対する禁止令
を発布した（同時に同政府が神仏分離令によって廃仏毀釈を起こした）。

義と教理の発展とその意義を分析する学問で

す。一般大学にある思想史みたいな学問と考えら
れますが、歴史神学はキリストの教会の思想（神
学）を歴史的に考える学問です。 

　シカゴ・ルーテル神学校大学院では教会の各
時代について研究が可能でしたが、私にとって
特別な意味をもっている分野と時代は日本のキ
リスト教史の明治時代です。問題はシカゴ・ルー
テル神学校にはこの分野と時代の専門家はいな
いということでした。しかし、この時代に対する研
究を可能にする為に不思議な出会いが与えられ
ました。シカゴ・ルーテル神学校の博士課程の一
つの特徴は、大学院生が隣接するシカゴ大学大
学院で授業を取らなければ成らないということ
でした。このシカゴ大学の日本史学科に、私の研
究課題に関心をもって下さったケテラー教授が
いました。この先生は日本の宗教史に対して深い
知識と関心をもっておられますので、私の卒業論
文を指導する一人となって下さったのです。 

"『聖書之研究』
内村鑑三が主筆として（1900年創刊）出版した月刊誌。

　私の主な研究は明治後期に行われた「三教
会同」（1912年）という問題でした。「三教会同」と
いうのは明治政府の内務省によって開かれた会
議とその為に爆発した論争です。明治政府は
1910年に起こった大逆事件と社会主義の運動
に対して大変な危険を感じたため、それを抑える
のに宗教の道徳的な力を借りようとしたのです。
幾つかのスローガン（「国民道徳の振興」、「皇運
を扶翼」、「国運の伸張」など）の下に宗派神道、
仏教とキリスト教の社会的なリーダーシップと力
を借りようとしました。一般的に言えば、「三教会
同」には日本のキリスト教史における二つの意義
があります。その一つは、この会議をもってキリス
ト教は初めて明治政府に公認されたということ
です。二つ目は、この時からキリスト教は戦前の
政府と曖昧な関係に入ったということです（しか
し政府と協力しないクリスチャンの声もありまし

た）。この時代から、いわゆる近代日本の３つの宗
教は神道、仏教とキリスト教（神仏基三教）という
表現が用いられるようになりました。このような表
現をみると一つの大切な質問が現れます。それ
は、日本の社会と宗教界の中でキリスト教のメッ
セージと存在の意義は何であるかということ、キリ
スト教は福音を述べ伝えながら、日本人の精神
的及び宗教的なニーズをどう満たせば良いのか
という質問です。 

　私は自分の授業の中で学生に明治時代の日
本の神学者による文献を読むことを要求していま
す。理由はこの時代の前向きな考え方と強い信仰
の証しを知ってほしいからです。内村鑑三の平和
論といわゆるキリスト教的愛国心は今読んでも新
鮮な響きがまだ残っています。海老名弾正、小崎
弘道、植村正久、沢山保羅、井深梶之助、元田作
之進などの明治キリスト教の初代クリスチャンに
ついて学生に紹介することは、学生が現代の教
会をより良く理解するための助けになると思いま
す。色 な々角度から日本のキリスト教史を考えるこ
とは意味があるのです。 

　歴史の学びは現代社会と現代キリスト教の
様 な々活動を理解するために大切な役割があり
ます。人間はいつも過去の歴史的な出来事と共
に存在しているから、歴史を大切に学ぶことは必
要だと思います。教会が過去について研究する目
的の一つは、神が今現代にどのように働かれてい
るかを知るということです。各時代の問題は全く
新しい問題ではなく、昔に蒔かれた問題の種が
それぞれの時代に芽吹き、社会に影響を及ぼし
ているのです。私の希望はルーテル学院大学と神
学校の学生が日本のキリスト教の歴史を学びな
がら、神様の恵みと愛は現代にも生きていること
を感じることが出来るようになることです。

#英語 版の諸資料
小崎弘道著『七十年の回顧』（英語版、1933年）
新渡戸稲造著『武士道』（英文、1899年）
Cary, Otis, A History of Christianity in Japan (1909)

宣教師の働き

歴史をとおして神様の愛と恵みを知る ルーテル学院大学／日本ルーテル神学校専任講師　ティモシー・マッケンジー
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　ジャムケッドでのボランティア活動を終えて今
思うことは、CRHP（総合地域保健プロジェクト）
は想像以上に偉大なプロジェクトであり、それを
サポートしているJELAの活動は本当にすばらし
いものであるということです。そんなすばらしい
JELAの活動に短期間ではありましたが参加で
きたことを大変感謝しております。

　私は主に看護師としてCRHPの病院で活動
をすることが多かったのですが、時 C々RHPの
幼稚園へ子どもたちに会いに行くこともありまし
た。幼稚園は朝９時半から始まり、約30名の子
どもたちは元気いっぱいに色 な々遊具で遊び回
ります。遊具には頑丈そうな三輪車が約10台、
縄跳び、ボールなどがありました。朝食の時間
（10時半頃）になるとみんな一斉に手を洗い、円
になって食事が配られるのを待ちます。子どもた
ちの食欲は私が想像していたよりもずっと旺盛
でお代りをしている子どもたちがたくさんいまし
た。子どもたちが毎日食べる食事は、私の食事
（滞在していたトレーニングセンターで毎日用意
して頂いた食事）とほぼ同じもので、とても美味
しかったです。子どもたちが大きな口で食事を頬
張る姿を見て、なんだかとても嬉しくなったのを
今でも覚えています。

　CRHPのスタッフの一人に子どもたちの健康
と教育について訊ねたところ、「CRHPの学校に
来る子どもたちはジャムケッドの中でも貧困の

アジア子ども支援（神様の子どもたち）

　Bom Dia!　ブラジルに来て早五ヶ月、こちら
の生活にも大分慣れてきました。さる1月には60
人以上のファベーラの方 に々誕生日を祝っても
らいました。収入は少なく、家庭の問題も抱え、
正に貧困な生活を強いられている方たちです。
しかし、何故でしょう。いつも明るく笑っていて、
表情からは暗さを微塵も感じさせません。自殺
など日本の暗いニュースもこちらで話題になっ
ていますが、ブラジル人の心の豊かさを日本も
見習うべきかなと思います。また、南米教会には
礼拝前の教会学校に、いつも60人近い子供達
がやってきます。明るく元気な彼らを見ていると、
希望のある未来を感じます。現在は4ヶ月の語学
研修も終わり、2月中旬からヘコンシリアサンで

奉仕活動をしています。折り紙、漢字、漫画などこ
ちらでは日本文化は一つのファッションとして注
目されています。子供達の興味も高く、仕事初日
に100人以上の子供達の腕にカタカナで彼らの
名前をサインしました。今はまだ仕事も始まった
ばかりで、一緒に遊びながら折り紙やちょっとし
た日本語を教える毎日です。もう少ししたら僕専
門の時間、グループを設けてくれるそうですので
楽しみしています。また機会がありましたら、報告
していきたいと思いますので、楽しみにしていて下
さい。
２年間のブラジルボランティアとしてＪＥＬＡが支援する地域
に滞在している石丸兄から最新レポートが届きました。今後も
不定期に便りを紹介していきます。

ともに過ごした豊かな時間          野澤美幸
中の貧困にある子どもたちです。まだ多くの問題
はありますが、栄養価の高い食事と勉強できる環
境を貧困の子どもたちが持っていることは本当に
大きな変化です。JELAのサポートは子どもたちの
成長にとても役立っています。」と話してくれまし
た。今回のボランティア活動を始める前はJELA
の活動内容もジャムケッドの存在も無知に等し
い私でしたが、実際に現地で多くのことを経験し
てみて、このスタッフの言葉の重みをずっしりと感
じました。

　看護師としての私の病院での主な活動は、手
術後の患者さんや脳梗塞、重症火傷を負った患
者さんに対する清潔ケアと理学療法の提供、人
工呼吸器装着の患者さんに対する定期的な痰
の吸引と口腔ケアの提供、そ
して分娩の介助や新生児の
沐浴などを提供させてもら
いました。CRHPのナースの
医療技術は優れており、患
者さんの日常のお世話や介
助をするというよりは医師の
助手としての役割が大きい
ように思えました。ジャムケッ
ドと日本での看護師の在り
方が違うことに最初は少々
戸惑いましたが、現地の医
師ショバさんの温かな助言
を受けながら患者さんに必

要なケアを思いを込めて日々提供させてもらいま
した。

　私がジャムケッド滞在中に体調を崩すことなく
安全に活動を続けることができたのは、JELAの皆
様の手厚いご支援があったからです。本当にどう
もありがとうございました。

インド･ボランティアの野澤美幸さんが、3ヶ月の奉仕を終え
2004年9月中旬に帰国しました。お祈りを感謝します。野澤さ
んは看護師資格を活かした奉仕をされましたが、特殊技能が
なくても、どなたでもボランティアとして歓迎します。インド、ブラ
ジル等でのボランティア奉仕をご希望の方はJELAまでお問合
せください。インドには現在、福田光利兄（八王子教会）が滞在
中です。

ブラジル子ども支援

明るいブラジルの人々　　石丸哲平（清水教会）



編集後記
　米国ワークキャンプへの青少年の派遣は今年で5年
目を迎えます。初年度は3人しか応募がありませんでし
たが、現在ではルーテル教会の多くの若者の知るところ
となり、毎年15人前後が応募してきます。その目的は、神
様の深い愛を体験してもらい、その愛を自分の教会や周
りの人々に分かち合い・実践してくれる人材を育成する
ことにあります。２月に実施したインド・ワークキャンプの
ビジョンも同じです。東京や熊本にJELAの新ビルが完
成したいま、働きの原点に立ち返り、それらを始めたとき
に何を第一に考えたのか、見つめ直したいと思います
（M）

献金者一覧

再生紙使用

お知らせ

（8）

短期宣教師用アパート
JELA新屋敷レジデンス完成
 米国から来日して九州ルーテル学院と九州学
院で数年間英語を教え、熊本地区の日本福音
ルーテル教会でも奉仕に携わる短期宣教師（Ｊ
３）の共同住宅が熊本市新屋敷に完成しました。
３階建てのしゃれたビルです。Ｊ３の個人住宅と
してのみならず、熊本の青少年がここに集い、宣
教師の人間的なやさしさや神様の福音にふれる
場として用いられることを願います。

JELAのホームページについて
  JELAのホームページをご覧になった方は、い
つも中身が同じなので不思議に思われているか
もしれません。じつは数年前に公開以来、一度も
更新していないのです。今年からは少しずつでも
定期的に更新できるようにし、中身を充実させて
いきたく思っています。次回のニュースレターをお
届けするころに衣替えができればよいのですが。
なお、現在のままでもJELAという組織の歴史や
事業の概要はわかりますので、ご利用ください。
ただし、ボランティア派遣その他の申込用紙が一
部変更されていますので、申し込みにさしてはご
面倒でも一度JELA事務所にご連絡くださり、新
しい用紙をご請求ください。

アクストン・ケビン／浅見正一・君江／尼嶋治／荒井
悌次郎・和子／有坂／池谷節子／池田富雄／石井
康夫／石澤とし子／石田浩子／市ヶ谷教会／市ヶ
谷教会婦人会／伊東節子／井上握子／岩間雪子／
ヴァンデルタング・エリ子／ウォータマン／梅田満枝
／梅津トク子／浦和ルーテル学院／江澤妙子／ＮＲ
Ｋ関東地区婦人の集い／大分教会／大野久子／大
野英雄／岡本澄子／荻窪邦昭／乙守ミチ子／柿沢
純江／柏原美津子／勝原忠明・洋子／加藤俊輔／
兼岩恵美子／上窪松子／川上範夫／川島由香／希
望教会／京谷信代／京都教会／鵠沼めぐみルーテ
ル教会／釧路教会／窪田_子／窪田春枝／恵泉幼
稚園／甲府教会女性会／古財克成／古財悦子／小
坂敦子／小宮俊作／西条ルーテル幼稚園／斉藤正
恵／酒井恵美子／佐藤操／佐藤美代子／佐藤玲子
／三五康子／重野信之／芝田美穂子／島宗正見／
清水誉至子／霜尾閑子／周田裕芳／白髭市十郎／
尻無浜紀美子／杉山昭男・紘子／杉浦りえ／鈴木春
江／鈴木やす／鈴木連三／関口佳子／高澤由紀子
／高津和子／高橋孝／高橋寿子／高橋トヨ子／高
橋要子／高橋佳子／竹下公生・香代子／田中美紗
子／谷口恭教／玉名教会／玉名ルーテル幼稚園／
千葉教会／辻昭子／辻佳澄／堤重敏／寺澤節雄・
陽子／田園調布ルーテル幼稚園／天羽憲／戸田修
司／都南教会教会学校／友田優子／豊島順子／鳥
居和代／中川浩之／中島康二／長嶋久美子／中村
孝治・敬子／中村雍子／名古屋めぐみ教会／西一郎
／西恵三・知恵／西川寿一／西立野園子／西村晴
道／仁保成子／野田マサ子／萩雅子／萩原耕介／
箱崎教会女性の会／橋本勢津子／早瀬康平／原田
恵美／パーソン・デビッド＆奈穂子／ハルボーセン美
智代／東山義夫／兵藤真理子／平島徳蔵／平林洋
子／廣幸朝子／深川育子／福田陽子／藤井浩／藤
橋日出子／古川文江／保谷教会／細倉道子／本郷
学生センター／本多美奈子／三嶋昭子／水野豊子
／南節子／稔台教会婦人会／宮坂恵喜子／宮澤美
紀江／迎恒夫／村上三枝／村上裕子／門司幼稚園
／森保宏／森幸子／森洋子／森涼子／八坂由貴子
／矢田恵子／山崎恵美子／山崎克子／山口美子／
山下いづみ／柳堀恭子／雪谷教会／横井洋子／吉
田佳代／ルーテル教会「共に生きる」集い／和田智恵
子／渡辺映子／渡辺高伸／他に匿名2名

Augustana Lutheran Church／Brager, Beverly／
Brekke, Chris／Dale, Kenneth／Eimon, Dalene／
Elk Horn Lutheran Church／Ericson, Wlbert／
Kleven, Mae／Livingston, Jerry／The Lutheran 
Church of St. Philip the Deacon／Olson, Norman
／Paynesville Lutheran Church／Rasmussen, 
Peter／Trinity Evangelical Lutheran Church

（2004年10月1日～2005年2月28日、敬称


